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Appendix I Em Command Line 
for Batch

処理の負荷が軽い時に、ﾊﾞｯﾁ、或いはｽｸﾘﾌﾟﾄﾌｧｲﾙを設定して、一晩中や
一日のある時間に解析を実行したい場合には、ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝを使って
ﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙから emを実行することが可能です。解析ﾓﾆﾀｰを使って、開始
及び終了時間を指定し、ﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙを設定することも可能であることを覚
えておいてください。この実行方法については、ｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟの How do I 
create a batch file to run multiple analysis jobs?をご覧ください。

ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝから実行すると、実行中に解析ﾓﾆﾀｰに表示される、解析の進行
状況を示すすべてのｽﾃｰﾀｽは表示されないことを覚えておいてください。

ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝのｼﾝﾀｯｸｽは、以下の通りです。

em -[options] <project name> [external frequency file]
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ここで

下の表の<options>は１つ以上の Run ｵﾌﾟｼｮﾝです。複数のｵﾌﾟｼｮﾝを使用す
る場合は、ﾏｲﾅｽ符号の後に、間にｽﾍﾟｰｽを入れずにﾀｲﾌﾟしてください。お
使いのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは、Analysis Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの中で他の Run ｵﾌﾟｼｮﾝ
を設定することができ、解析中に使用できることにご注意ください。

Option Meaning

-Dlicense Emのﾗｲｾﾝｽの問題をﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするのに使用。ﾗｲｾﾝｽに関係のあるすべ
ての環境の情報を表示。

-N ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝ数と推定必要ﾒﾓﾘ量を表示。Emはその後、解析を実行せず
に終了する。

-fullsolve Sonnet Lite、LitePlus、Level2、 Level3 の使用時に、正確なﾒﾓﾘ量の見
積りを算出するために上の -N ｵﾌﾟｼｮﾝと共に使用。

-test Emをﾃｽﾄ用の回路で実行。Emがﾗｲｾﾝｽを取得し、うまく実行される
かを調べるのに使用。

-v 解析の実行時に、解析の情報を表示。解析の情報が
ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄｳｨﾝﾄﾞｳ、またはﾊﾞｯﾁが行われた端末に出力される。

-AbsCacheNone  ABSのｷｬｯｼﾝｸﾞ機能を使用不可にする(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙの設定に優先す
る )

-AbsCacheStopRestart ABSのｷｬｯｼﾝｸﾞ機能を停止、再ｽﾀｰﾄする ( ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙの設定に優
先する )

-AbsCacheMultiSweep ABSのﾏﾙﾁｽｨｰﾌﾟを可能にし、ｷｬｯｼﾝｸﾞ機能を停止、再ｽﾀｰﾄする
( ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙに優先する )

-AbsNoDiscrete 以前に存在したｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀで ABSを実行する時に使用。解析ｴﾝｼﾞﾝに
個々の周波数は解析しないように指示する。以前のｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀが
ABSの解法を収束させるのに十分であれば、出力に書かれる。そう
でなければ何の処理も行われない。
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<project name> は解析しようとするﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの名前です。拡張子がない
場合は、拡張子 “.son” がついていると想定されます。このﾌｨｰﾙﾄﾞは必要
です。

[external frequency file]は拡張子が “.eff”であるｵﾌﾟｼｮﾝの外部の周波数
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾌｧｲﾙ名です。この拡張子はｺﾝﾄﾛｰﾙﾌｧｲﾙを指定する時に含まれなく
てはなりません。Project editorの中で外部の周波数ｺﾝﾄﾛｰﾙﾌｧｲﾙを作成で
きます。詳細は、project editorのｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟの Frequency Sweep 
Combinations をご覧ください。このﾌｧｲﾙの周波数は、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙの周
波数を無効にします。

例えば、  -v ｵﾌﾟｼｮﾝを使って、ﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ  steps.son を解析したい
時には、ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝは次のようになります。

em -v steps.son

以下は複数の解析を実行するﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙの例です。

-SubFreqHz[value] ここで [value]はｻﾌﾞｾｸｼｮﾆﾝｸﾞする周波数 (Hz)。値の欄の前に
はｽﾍﾟｰｽがないことに注意。
このｵﾌﾟｼｮﾝで、ｻﾌﾞｾｸｼｮﾆﾝｸﾞする周波数をｺﾏﾝﾄﾞ行に指定する
ことができ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙの設定に優先する。

-ParamFile <filename> ここで <filename>はﾕｰｻﾞが解析される回路でﾊﾟﾗﾒｰﾀに使いた
い値を含んだﾌｧｲﾙの名前。この値は解析のｼﾞｵﾒﾄﾘﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに
含まれる値に優先するが、ｼﾞｵﾒﾄﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの内容は変えな
い。ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾌｧｲﾙのｼﾝﾀｯｸｽは <parname>=fnum。ここで
<parname>はﾊﾟﾗﾒｰﾀ 名で、 fnum は解析のﾊﾟﾗﾒｰﾀの値を定義す
る不動小数点の数値。

Option Meaning

em -v steps.son
em -v filter.son filter.eff
em -v airbridge.son filter.eff
em -v airbridge.son



Sonnet User’s Guide

418

 PC上でﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙを実行するには、 “.bat” 拡張子のついたｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝを含む
ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙを作成します。次に DOS ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄｳｨﾝﾄﾞｳをｵｰﾌﾟﾝし、ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄに
ﾌｧｲﾙ名をﾀｲﾌﾟして、ﾘﾀｰﾝｷｰを押します。

UNIX上でﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙを実行するには、ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝを含んだﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙを作成
します。そのﾌｧｲﾙ名には、拡張子は必要ありません。次にﾌｧｲﾙのﾊﾟｰミ
ｼｮﾝﾓｰﾄﾞを変えて、これを実行します。例えば、

chmod a+x <filename>

ここで <filename>は、実行したいﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙの名前です。次に UNIX の
ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄにﾌｧｲﾙの名前をﾀｲﾌﾟして、ﾘﾀｰﾝｷｰを押します。

 UNIX ｼｽﾃﾑには、知っておくと便利な、ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝへのいくつかの追加が
あります。ｺﾏﾝﾄﾞの前に  “nice” をつけると、より低い順位で実行されま
す。ｺﾏﾝﾄﾞの後ろに “&”  をつけると、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで実行され、ｶｰｿﾙは戻
ります。ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝの後に  “nohup” をつけると、  em のｼﾞｮﾌﾞを実行させな
がらﾛｸﾞｵﾌすることができます。   “&” または “nohup”を使っている時に、
“> outfile”を使って出力を redirectすることを考えたくなるかもしれませ
ん。これらのｵﾌﾟｼｮﾝについての詳細は、御社のｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀにお尋ね
ください。


